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問
安
使
の
処
遇
で
激
論

按
手
礼
執
行
方
法
変
更
可
決

　
第
　
回
西
中
国
教
区
定
期
総

58

会
は
、5
月
6
日
か
ら
2
日
間
、

広
島
市
の
エ
ソ
ー
ル
広
島
で
正

議
員
1
4
1
人
中
、
開
会
時
、

1
1
6
人
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
た
。

　
冒
頭
の
組
織
会
で
、「
な
ぜ
教

団
問
安
使
が
来
訪
者
で
、
沖
縄

教
区
問
安
使
が
准
議
員
な
の

か
」
と
の
質
問
が
出
て
、
教
団

問
安
使
問
題
が
大
き
な
論
点
と

な
っ
た
。

　
柴
田
も
ゆ
る
議
長
は
、教
団
、

沖
縄
教
区
と
の
問
安
使
派
遣
を

巡
る
交
信
を
文
書
で
配
布
し
、

教
団
、
沖
縄
教
区
と
も
問
安
使

の
派
遣
取
り
止
め
に
至
っ
た
経

緯
を
説
明
し
た
。
両
者
の
処
遇

の
差
に
つ
い
て
柴
田
議
長
は
、

「
沖
縄
は
、
教
区
が
派
遣
を
要

請
し
た
の
で
准
議
員
と
し
、
そ

れ
以
外
は
来
訪
者
と
し
た
」
と

答
え
た
。
総
会
に
は
、
中
部
教

区
が
能
登
半
島
地
震
報
告
の
特

使
を
派
遣
し
た
が
、
来
訪
者
と

し
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、「
受
け
入
れ
る

限
り
は
准
議
員
と
す
る
の
は
当

然
で
、
好
き
か
嫌
い
か
は
議
論

の
中
で
す
る
こ
と
」
と
の
反
論

が
出
た
が
、
柴
田
議
長
は
、「
教

団
問
安
使
に
は
、
こ
れ
ま
で
条

件
を
付
け
て
来
た
。
お
出
で
頂

い
た
上
で
准
議
員
に
し
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
回
は

な
る
べ
く
お
出
で
頂
い
て
話
し

合
い
を
す
る
べ
く
道
を
考
え
た

措
置
だ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
今

後
十
分
に
検
討
し
て
あ
る
べ
き

姿
を
求
め
た
い
」
と
答
え
、
挙

手
多
数
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。
　
な
お
、
内
藤
留
幸
総
幹
事
は

こ
の
文
書
の
中
で
、「
教
団
問
安

使
は
、
単
な
る
「
来
訪
者
」
で

は
な
く
、
教
憲
第
6
条
に
基
づ

い
て
「
教
区
を
置
い
た
教
団
」

が
そ
の
責
任
に
お
い
て
行
っ
て

来
た
大
切
な
教
会
的
務
め
で

す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
議
長
総

括
報
告
は
、
こ
の
流
れ
を
受
け

て
反
論
が
相
次
ぎ
、
1
日
目
の

討
議
の
大
半
を
割
く
こ
と
と
な

っ
た
。「
議
案
・
報
告
書
に
教

勢
が
1
行
も
出
て
来
な
い
。
教

会
の
活
動
を
話
し
合
う
場
が
教

区
総
会
で
は
な
い
の
か
。「
教
会

に
仕
え
る
教
区
」
と
い
う
な
ら

教
会
が
何
に
直
面
し
て
い
る
か

を
議
論
す
る
べ
き
で
、
社
会
問

題
に
関
心
を
持
た
せ
よ
う
と
い

う
意
図
を
感
ず
る
」「
長
文
の
議

長
報
告
の
中
に
伝
道
と
い
う
文

字
が
出
て
来
な
い
」
な
ど
の
反

論
が
あ
っ
た
。

　
柴
田
議
長
は
、「
教
勢
を
無
視

し
て
良
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
教
区
の
教
勢
が
大
変
な
現

状
に
あ
る
と
い
う
認
識
は
持
っ

て
い
る
。
報
告
書
に
教
勢
の
統

計
を
入
れ
る
か
ど
う
か
は
、
常

置
委
員
会
で
検
討
し
て
行
き
た

い
」
と
答
え
た
。

　
議
論
は
専
ら
反
論
に
対
し
議

長
が
答
え
る
と
い
う
形
で
進
ん

だ
が
、「
か
な
り
激
し
い
発
言
を

だ
れ
も
止
め
よ
う
と
せ
ず
聞
き

入
っ
た
の
は
良
か
っ
た
。
教
勢

を
恥
じ
ず
に
報
告
出
来
る
歩
み

を
教
区
は
し
て
欲
し
い
」
と
の

発
言
に
は
大
き
な
拍
手
が
湧
い

た
。
議
長
報
告
は
挙
手
多
数
で

承
認
さ
れ
た
。

　
討
議
の
合
間
に
行
わ
れ
た
議

長
選
挙
で
は
、
柴
田
も
ゆ
る
議

員
（
廿
日
市
）
が
、
副
議
長
選

挙
で
は
、
東
島
勇
人
議
員
（
益

田
）
が
と
も
に
有
効
投
票
1
1

1
中
　
票
の
圧
倒
的
多
数
で
選

85

出
さ
れ
、
書
記
に
小
畑
太
作
議

員
（
宇
部
緑
橋
）
が
選
出
さ
れ
、

三
役
は
揃
っ
て
再
任
さ
れ
た
。

　
1
名
の
准
允
式
、
2
名
の
按

手
礼
が
執
行
さ
れ
、
新
任
教
師

9
名
が
紹
介
さ
れ
た
。
懸
案
だ

っ
た
教
区
事
務
所
移
転
問
題

は
、
大
竹
教
会
に
事
務
所
を
移

転
設
置
す
る
議
案
が
可
決
さ

れ
、
本
年
7
月
を
目
処
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
建
議
「
日
本
伝
道
1
5
0
年

記
念
行
事
開
催
に
西
中
国
教
区

と
し
て
抗
議
の
意
志
を
示
す

件
」が
議
案
と
し
て
採
択
さ
れ
、

「
日
本
伝
道
1
5
0
年
記
念
は

決
し
て
沖
縄
切
り
捨
て
で
は
な

い
」
と
常
置
委
付
託
を
要
求
す

る
意
見
が
動
議
と
し
て
成
立
し

た
が
、
採
決
の
結
果
少
数
否
決

と
な
り
、
原
案
が
　
票
中
　
票

90

50

を
獲
得
し
て
可
決
成
立
し
た
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】宇
佐
美
節
子（
神
辺
）、

金
澤
正
善
（
小
郡
）、
橋
本
直

行
（
光
）

【
信
徒
】栗
原
通
了（
福
山
東
）、

土
井
圭
子
（
廿
日
市
）、
島
　

敞
史
（
宇
部
緑
橋
）

（
永
井
清
陽
報
）

し
た
予
算
案
で
は
な
く
、
ま
た

算
出
方
法
改
正
を
先
行
さ
せ
ず

に
、
支
出
の
縮
減
、
機
構
改
正

を
目
指
し
た
縮
小
予
算
が
先
に

提
案
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
等
の

反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た

教
区
斡
旋
の
人
事
で
な
け
れ
ば

互
助
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に

意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
教
団
問
安
使
で
あ
る
山
北
宣

久
議
長
の
挨
拶
、
質
疑
に
は
二

時
間
弱
の
時
間
が
用
い
ら
れ
大

変
丁
寧
な
応
答
が
行
わ
れ
た
。

挨
拶
直
後
に
、「
問
安
使
へ
の
質

問
事
項
」が
議
場
に
配
布
さ
れ
、

書
記
の
朗
読
に
よ
る
質
問
が
ま

ず
行
わ
れ
た
。
聖
餐
問
題
、
日

本
伝
道
1
5
0
年
、
教
団
委
員

選
考
、教
区
活
動
連
帯
配
分
金
、

粟
津
安
和
教
師
対
応
に
つ
い
て

の
質
問
で
あ
っ
た
。
議
場
か
ら

の
質
問
、
意
見
も
こ
れ
ら
の
内

容
に
集
中
し
た
。
い
ず
れ
に
し

て
も
問
安
使
と
の
論
議
に
時
間

を
用
い
る
こ
と
は
、
教
団
の
声

を
教
区
、
各
教
会
が
直
接
に
聞

く
こ
と
ゆ
え
貴
重
で
あ
る
。

　
初
日
夜
に
は
議
員
研
修
が
持

た
れ
、
戒
能
信
生
氏
が
教
勢
デ

ー
タ
を
中
心
に
教
区
現
状
の
厳

し
さ
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
議
長
・
深
澤
奨（
佐
世
保
）、副

議
長
・
梅
崎
浩
二
（
大
牟
田
正

山
町
）、
書
記
・
福
島
義
人
（
小

倉
東
篠
崎
）
を
選
出
し
た
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
東
島
勇
気
（
門
司
大

里
）、
戸
田
奈
都
子
（
川
内
）、

本
多
香
織
（
直
方
）、
原
和
人

（
長
崎
銀
屋
町
）、
吉
武
二
郎

（
別
府
野
口
）

【
信
徒
】川
畑
馨（
佐
世
保
）、浅

野
直
人
（
福
岡
警
固
）、
伊
津

見
七
生
子
（
若
松
浜
ノ
町
）、

今
村
泰
子
（
長
崎
銀
屋
町
）、

東
隆
義
（
田
川
）（渡

邊
義
彦
報
）

　
第
　
回
九
州
教
区
総
会
が
5

59

月
4
～
6
日
、
福
岡
中
部
教
会

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

開
会
時
、
正
議
員
2
6
0
名
中

1
8
8
名
が
出
席
し
た
。

　
西
畑
望
議
長
は
、
8
項
目
に

わ
た
る
議
長
報
告
を
行
っ
た
。

議
事
に
関
係
す
る
主
な
項
目
と

し
て
、
按
手
礼
執
行
方
法
変
更

の
再
提
案
に
つ
い
て
「
二
種
教

職
制
の
課
題
に
向
き
合
い
な
が

ら
按
手
礼
を
行
な
う
こ
と
は
、

そ
の
こ
と
自
体
現
行
制
度
の
中

で
矛
盾
を
抱
え
持
つ
中
で
行
な

う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ

る
を
得
」
な
い
、「
教
規
に
定

め
ら
れ
て
い
る
教
区
の
処
理
す

べ
き
事
項
に
按
手
礼
が
あ
る
」

と
し
て
、
決
議
に
至
る
審
議
を

求
め
た
。
ま
た
、
教
区
財
政
、

教
区
互
助
制
度
に
つ
い
て
「
教

会
負
担
金
の
会
員
一
人
当
た
り

の
負
担
額
は
『
大
規
模
教
会
』

と
『
小
規
模
教
会
』
と
の
比
較

に
お
い
て
最
大
で
2
倍
の
開
き

が
あ
る
こ
と
が
判
り
（
中
略
）、

『
小
規
模
教
会
』
に
負
担
を
強

い
る
不
平
等
な
格
差
が
存
在
し

て
い
る
」
と
し
て
、
是
正
す
る

負
担
金
算
出
方
式
検
討
を
行
な

っ
た
こ
と
の
理
解
を
求
め
た
。

　「
按
手
礼
執
行
方
法
に
関
す

る
件
」
は
、　
教
区
総
会
か
ら

57

の
審
議
で
あ
り
、
常
置
委
員
会

は
今
総
会
で
の
可
決
を
目
指

し
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま

え
て
再
提
案
し
た
。
提
案
の
主

な
点
は
、「
按
手
礼
を
受
按
希
望

者
の
牧
す
る
教
会
に
て
行
う
」、

「
按
手
は
司
式
者
の
み
が
行

う
」、「
教
会
員
も
し
く
は
そ
れ

を
代
表
す
る
役
員
は
按
手
の
証

人
と
し
て
按
手
を
見
守
る
」
と

い
う
点
、
ま
た
式
順
を
定
め
按

手
後
に「
教
会
員
に
よ
る
祈
祷
」

と
い
う
項
目
を
加
え
て
い
る
。

　
按
手
礼
と
二
種
教
職
制
を
同

一
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
す
る
反
対
意
見
に
は
、
既
に

　
教
区
総
会
に
て
決
議
さ
れ
た

53建
議
に
基
づ
く
提
案
で
あ
り
、

撤
回
に
は
新
た
な
総
会
決
議
を

必
要
と
す
る
、
と
し
た
。
司
式

者
の
み
の
按
手
は
歴
史
的
に
特

異
な
執
行
方
法
で
あ
る
こ
と
、

複
数
の
正
教
師
に
よ
る
按
手
を

希
望
す
る
等
の
反
対
意
見
が
述

べ
ら
れ
、
司
式
者
の
み
の
按
手

を
削
除
す
る
修
正
案
が
出
さ
れ

た
。
採
決
で
は
、
修
正
案
を
否

決
、
原
案
を
1
4
8
名
中
8
9

名
の
賛
成
で
可
決
し
た
。

　
教
区
財
政
、
教
区
互
助
制
度

に
つ
い
て
は
、教
区
機
構
改
正
、

人
事
部
・
教
会
協
力
委
員
会
報

告
、
予
算
承
認
等
の
議
事
で
繰

返
し
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
教
区
活
動
連
帯
配
分
金
不
参

加
の
教
区
が
あ
る
こ
と
で
受
給

教
区
で
あ
る
九
州
教
区
も
減
額

が
必
至
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に

教
区
総
会
を
経
ず
し
て
負
担
金

算
出
方
法
改
正
に
着
手
し
、
ま

た
機
構
改
正
検
討
の
開
始
を
今

総
会
に
提
案
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
総
枠
を
維
持

左から、梅崎副議長、深澤議長、福島書記

新任教師9名が紹介された

活
渇
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大
不
況
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
脅
威
と
、
嵐
の
気
配
が
強
ま
る
中
で
、
各
教
区
絵
会
が
始
ま
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
嵐
の
予
感
が
す
る
。
問
安

使
の
拒
否
、
敬
遠
、
教
団
新
報
で
も
取
材
拒
否
や
、
議
席
ど
こ
ろ
か
座
席
が
貰
え
な
い
と
い
う
事
態
が
あ
る
。
勿
論
暖
か
く
迎
え
る
教
区
も
。
一
方

で
、
こ
の
世
で
は
政
党
の
代
表
交
代
が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
、
諸
教
区
で
は
三
役
が
新
し
く
若
返
る
所
が
多
い
。
新
風
が
吹
く
の
か
、
そ
れ
と

も
風
邪
か
嵐
か
、
こ
の
号
の
発
行
日
翌
日
は
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
。
聖
霊
の
風
よ
吹
け
、
新
し
い
命
を
吹
き
込
め
よ
と
、
祈
る
ば
か
り
。

九州

西中国

22000099年年度度

1

嵐
の
気
配
が
強
ま
る
中
で

三
役

再
任
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左から、堀書記、黒田議長、篠浦副議長

共
に
伝
道
し
、共
に
支
え
合
う

　
第
　
回
四
国
教
区
総
会
は
、

67

4
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
、
徳

28

29

島
市
内
の
徳
島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
偕
楽
園
を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。
議
員
1
5
4
名
中
1

2
8
名
（
開
会
時
）
が
出
席
し

た
。
　
開
会
礼
拝
・
組
織
会
の
後
、

議
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
表
さ
れ

た
。
野
村
忠
規
議
長
は
、
合
同

教
会
と
し
て
の
深
い
交
わ
り
へ

と
導
い
た
先
輩
教
師
た
ち
の
指

導
と
、
謝
儀
に
関
す
る
互
助
運

動
を
始
め
た
先
輩
信
徒
た
ち
の

熱
意
に
感
謝
の
辞
を
ま
ず
述
べ

た
。
次
に
、「
そ
の
バ
ト
ン
を

受
け
継
い
で
、
足
元
の
歩
み
に

忠
実
に
教
区
形
成
を
な
し
つ

つ
、
加
え
て
教
団
中
央
に
敏
感

に
対
応
し
な
が
ら
、
歩
ん
で
い

き
た
い
、
ま
た
、
財
政
的
に
は
、

教
区
活
動
連
帯
金
が
な
く
な
り

か
け
て
い
る
な
ど
の
厳
し
い
環

境
に
あ
る
が
、
こ
れ
も
教
区
は

何
の
た
め
に
必
要
か
と
い
う
問

い
を
、
教
区
は
教
会
に
仕
え
る

た
め
に
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す

る
時
と
し
た
い
」と
も
述
べ
た
。

最
後
に
、
6
年
間
の
任
期
中
、

す
べ
て
の
教
師
と
信
徒
の
方
々

か
ら
助
言
と
祈
り
を
も
っ
て
支

え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
閉
じ
た
。

　
第
一
日
目
は
、
選
挙
を
は
さ

み
な
が
ら
、
主
に
昨
年
度
の
報

告
が
な
さ
れ
た
。
沖
縄
教
区
と

の
相
互
訪
問
が
先
方
か
ら
返
答

が
得
ら
れ
ず
実
施
で
き
な
か
っ

た
件
に
つ
い
て
、
今
後
ど
う
い

う
方
針
で
臨
む
か
質
問
が
あ

り
、
声
を
か
け
続
け
て
い
く
旨

の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
佐
々
木
美
知
夫
教
団
問
安
使

の
挨
拶
の
後
、年
金
の
損
失
額
、

憲
法
九
条
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム

と
伝
道
1
5
0
年
、
君
が
代
の

各
問
題
に
つ
い
て
、
質
問
や
意

見
が
あ
っ
た
。

　
第
一
日
目
の
議
事
の
後
、「
四

国
教
区
の
明
日
儿
共
に
伝
道
し

て
い
く
教
区
の
姿
を
求
め
て
」

と
の
主
題
で
協
議
会
が
行
わ
れ

四国

た
。
近
永
教
会
・
芦
名
弘
道
牧

師
に
よ
る
発
題
講
演
の
主
旨
は

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

《
　
年
間
と
い
う
自
身
の
四
国

25
に
お
け
る
牧
会
の
経
験
か
ら
、

伝
道
者
が
土
地
に
根
付
い
て
息

長
く
伝
道
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
現
在
も
財
政
の
厳
し
さ

は
変
わ
ら
な
い
が
、
歴
史
的
に

見
て
教
団
発
足
時
に
は
3
分
の

1
の
教
会
が
自
立
不
能
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
大
き

な
前
進
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
旧
メ
ソ

ジ
ス
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

が
豊
か
な
財
源
を
も
と
に
後
先

見
ず
に
教
会
を
建
て
て
い
っ
た

と
批
判
す
る
声
も
あ
る
が
、
し

か
し
、
こ
れ
は
違
う
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
に
立
て
ら
れ
た
教
会
は

地
域
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
拠
点
教

会
を
用
い
て
、
分
区
と
分
区
の

境
界
に
生
じ
て
い
る
伝
道
空
白

地
を
埋
め
て
い
く
べ
く
伝
道
の

幻
を
描
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
伝
道
の
幻
が
、
教
区
自

立
連
帯
献
金
（
略
称
・
自
連
）

の
壁
を
突
破
し
て
い
く
力
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
自
連
を
あ
て
に

し
て
開
拓
伝
道
を
し
て
は
困
る

と
い
う
非
難
も
あ
る
が
、
む
し

ろ
、
自
連
を
原
資
と
す
る
互
助

を
、
教
師
の
生
活
扶
助
と
の
み

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
伝
道
の

ツ
ー
ル
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
教
区
主
導
の
開

拓
伝
道
で
は
な
い
、
あ
く
ま
で

も
各
個
教
会
の
教
師
と
信
徒
の

熱
い
願
い
か
ら
、
主
体
的
に
開

拓
伝
道
の
機
運
が
盛
り
上
が
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。》

　
第
二
日
目
は
、
4
名
の
教
師

の
准
允
式
か
ら
始
ま
り
、
新
年

度
の
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
、
教
区
活
動
見
直
し
に

関
す
る
件
に
関
し
て
2
0
1
1

年
度
か
ら
実
施
す
る
旨
の
議
長

提
案
に
よ
る
修
正
が
な
さ
れ

た
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
議
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
互
助
額
の
計
算
を

間
違
え
て
送
っ
た
教
会
が
あ
っ

た
が
、
教
会
に
は
返
金
を
求
め

な
い
こ
と
と
し
た
件
に
つ
い

て
、
多
く
払
い
す
ぎ
た
金
額
を

明
ら
か
に
し
、
教
区
の
経
常
会

計
予
備
費
か
ら
支
出
し
て
2
0

0
9
年
度
の
互
助
に
使
う
べ
き

で
は
な
い
か
と
い
う
質
問
・
提

案
が
あ
り
、予
備
費
で
は
な
く
、

事
務
費
雑
費
か
ら
と
し
た
う
え

で
、提
案
ど
お
り
決
議
さ
れ
た
。

　
出
席
し
て
い
た
あ
る
牧
師
の

言
に
よ
れ
ば
、「
お
遍
路
さ
ん
の

世
界
」で
あ
る
四
国
に
お
い
て
、

財
政
的
に
も
厳
し
い
中
、
地
道

に
主
イ
エ
ス
の
宣
教
命
令
に
従

っ
て
、
前
向
き
に
伝
道
に
取
り

組
む
歩
み
を
続
け
て
い
る
各
教

会
の
姿
勢
と
、
そ
れ
を
支
え
る

教
区
の
働
き
の
重
要
性
が
強
く

印
象
に
残
っ
た
教
区
総
会
で
あ

っ
た
。

　
議
長
に
黒
田
道
郎
議
員
（
石

井
）、副
議
長
に
篠
浦
千
史
議
員

（
さ
や
）、
書
記
に
堀
眞
知
子

（
瀬
戸
キ
リ
ス
ト
）
が
新
た
に

選
出
さ
れ
、
内
2
人
が
女
性
で

あ
っ
た
。

　
女
性
で
あ
る
、
家
族
に
病
人

が
あ
る
、
自
身
も
障
が
い
を
負

っ
て
い
る
、
と
躊
躇
す
る
思
い

は
多
々
あ
る
け
れ
ど
も
、
神
様

が
弱
い
と
こ
ろ
に
強
く
働
い
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
信
じ
つ
つ
、

女
性
や
障
碍
を
負
う
方
々
の
励

み
に
な
れ
ば
と
い
う
使
命
感
を

も
っ
て
お
引
き
受
け
し
ま
す
、

と
、
副
議
長
受
諾
の
決
意
を
語

ら
れ
た
篠
浦
牧
師
の
言
葉
が
心

に
残
っ
た
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】芦
名
弘
道（
近
永
）、小

島
誠
志
（
松
山
番
町
）、
黒
田
若

雄
（
須
崎
）、
岡
本
康
夫
（
日
和

佐
）、
野
村
忠
規
（
松
山
城
東
）、

木
村
一
雄
（
琴
平
）

【
信
徒
】
長
島
恵
子
（
鴨
島
兄

弟
）、
濱
田
康
行
（
土
佐
）、
堀

池
良
明
（
須
崎
）、
安
宅
登
代
子

（
石
井
）、
井
原
裕
子
（
三
島
真

光
）、
寺
岡
恭
仁
子
（
屋
島
）

（
秋
葉
恭
子
報
）

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

？
？
？

　
北
海
教
区
総
会
は
4
月
　
日
29

と
　
日
、
北
海
道
ク
リ
ス
チ
ャ

30
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

正
議
員
1
2
8
名
中
1
0
8
名

の
出
席
で
成
立
し
た
。

　
開
会
宣
言
が
な
さ
れ
た
直

後
、
あ
る
議
員
か
ら
、
札
幌
教

会
の
議
員
資
格
に
つ
い
て
疑
義

が
出
さ
れ
た
。
札
幌
教
会
は
分

担
金
未
納
（
保
留
）
状
態
に
あ

り
、
負
担
金
を
納
め
て
い
な
い

教
会
の
議
員
が
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
当
否
を
問
う
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
現

在
「
訴
願
問
題
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
一
昨
年
来
の
問
題
が
あ

り
、
札
幌
教
会
と
教
区
と
の
意

見
が
対
立
し
て
い
る
。そ
れ
は
、

札
幌
教
会
の
行
っ
た
信
徒
の
戒

規
に
つ
い
て
申
し
立
て
ら
れ
た

不
服
（
訴
願
）
に
関
し
、
そ
の

取
り
扱
い
を
巡
る
同
教
会
と
教

区
と
の
理
解
の
食
い
違
い
で
あ

る
。
そ
う
し
た
背
景
も
理
由
と

な
っ
て
、
今
回
の
教
区
総
会
の

会
場
も
、
当
初
は
例
年
通
り
札

幌
教
会
が
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
同
教
会
が
会
場
提
供
を
断

り
、
北
海
道
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ

ン
タ
ー
で
の
開
催
と
な
っ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。

　
札
幌
教
会
の
議
員
資
格
に
関

し
て
は
、
他
の
議
員
か
ら
も
同

様
の
問
い
が
あ
っ
た
が
、
負
担

金
納
入
と
議
員
資
格
を
結
び
付

け
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
か
た

ち
で
、
議
事
は
進
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
議
事
日
程
議
案
、
特
別
委
員

選
任
に
関
す
る
議
案
の
後
、
正

教
師
按
手
並
び
に
補
教
師
准
允

に
関
す
る
件
が
可
決
さ
れ
、
続

く
開
会
礼
拝
に
お
い
て
、
2
名

の
按
手
と
4
名
の
准
允
式
が
執

行
さ
れ
た
。

　
午
後
に
は
「
議
長
総
括
」
と

そ
の
質
疑
が
行
わ
れ
た
が
、
札

幌
教
会
問
題
を
は
じ
め
、
お
よ

そ
一
時
間
半
を
か
け
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。
札
幌
教
会
問
題

に
つ
い
て
は
、
教
区
と
し
て
は

「
札
幌
教
会
が
話
し
合
い
に
応

じ
な
い
」
と
す
る
の
に
対
し
、

札
幌
教
会
の
議
員
は
そ
れ
を
否

定
し
て
「
教
区
が
不
公
正
な
扱

い
を
し
て
い
る
」
と
主
張
し
、

両
者
の
言
い
分
は
平
行
線
で
あ

っ
た
。
終
盤
に
は
、
札
幌
教
会

に
新
た
に
着
任
し
た
米
倉
美
佐

男
牧
師
が
未
受
洗
者
陪
餐
の
問

題
に
つ
い
て
、「
議
論
や
試
論
で

な
く
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

議
長
は
ど
う
と
ら
え
る
か
」
と

問
う
た
。
こ
れ
に
対
し
て
西
岡

昌
一
郎
議
長
は
、「
教
憲
・
教
規

の
受
け
止
め
方
は
色
々
幅
が
あ

る
。
根
本
的
な
こ
と
を
共
有
す

る
に
は
時
間
が
か
か
る
」
な
ど

と
答
え
た
。

　
法
定
議
案
、
通
常
の
議
案
の

他
、
あ
る
痛
み
を
覚
え
つ
つ
可

決
さ
れ
た
の
は
、「
元
浦
河
教
会

の
教
会
種
別
変
更
に
関
す
る

件
」
で
あ
っ
た
。
第
一
種
教
会

で
あ
っ
た
元
浦
河
教
会
が
、
教

会
の
現
状
に
沿
っ
て
第
二
種
へ

の
種
別
変
更
を
申
請
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
第
一
種
教
会
で
あ

っ
て
も
規
模
的
に
第
二
種
の
要

件
を
満
た
せ
な
い
例
は
、
教
団

全
体
に
わ
た
っ
て
決
し
て
珍
し

く
な
い
。
諸
教
会
に
問
い
を
投

げ
か
け
る
議
案
で
あ
っ
た
。

　「
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
と
問
題
解
決
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
制
定
に
関
す
る

件
」
は
、
今
日
的
課
題
を
問
う

議
題
で
あ
っ
た
が
、「
唐
突
」「
時

北海

期
尚
早
」と
す
る
意
見
が
続
き
、

さ
ら
に
は
こ
れ
が
札
幌
教
会
問

題
が
関
連
づ
け
ら
れ
る
疑
念
を

訴
え
る
意
見
も
出
さ
れ
て
、
最

終
的
に
は
、
久
世
そ
ら
ち
新
議

長
の
「
常
置
委
員
会
で
整
え
て

来
年
の
教
区
総
会
に
再
提
案
す

る
」
と
い
う
意
見
で
ま
と
ま
っ

た
。
　
三
役
選
挙
結
果
は
次
の
通

り
。《
議
長
》
久
世
そ
ら
ち
（
札

幌
北
部
）、《
副
議
長
》
笠
田
弘

樹
（
琴
似
中
央
通
）、《
書
記
》

日
向
恭
司
（
手
稲
は
こ
ぶ
ね
）

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】秋
山
千
四
郎
　（
北
見

望
ケ
丘
）、
黒
田
靖
（
東
札
幌
）

【
信
徒
】若
杉
啓
子（
月
寒
）、佐

伯
嘉
美
（
苫
小
牧
弥
生
）

（
藤
盛
勇
紀
報
）

出席した正教師皆が手を置く按手礼

　
教
師
異
動

鶴
見
　
　
　
就（
代
）吉
田
明
美

西
宮
名
塩
　
辞（
担
）佐
野
昌
弘

津
久
見
　
　
就（
担
）佐
野
昌
弘

豊
後
高
田
　
辞（
主
）岡
口
文
明

八
代
　
　
　
辞（
代
）今
村
博
至

天
城
　
　
　
辞（
主
）佐
藤
菊
雄

西
荻
　
　
　
辞（
主
）杉
本
　
茂

熊
取
　
　
辞（
主
）長
谷
川
淳
子

世
真
留
　
　
辞（
主
）川
崎
　
望

加
古
川
東
　
辞（
主
）髙
﨑
裕
士

武
山
　
　
　
辞（
主
）小
堀
新
平

函
館
　
　
　
辞（
主
）松
木
　
進

八
王
子
　
　
辞（
代
）久
山
庫
平

　
〃
　
　
　
就（
主
）松
木
　
進

豊
後
高
田
就（
代
）小
西
美
智
子

三
重
　
　
　
辞（
担
）本
村
和
子

八
代
　
　
　
就（
主
）本
村
和
子

東
広
島
　
　
辞（
主
）佐
藤
待
子

　
〃
　
就（
主
）小
田
部
三
恵
子

天
城
　
　
　
就（
主
）佐
藤
待
子

青
梅
　
　
　
辞（
担
）有
馬
尊
義

西
荻
　
　
　
就（
主
）有
馬
尊
義

安
藤
記
念
辞（
担
）五
十
嵐
成
見

阿
佐
ヶ
谷
就（
担
）五
十
嵐
成
見

　
〃
　
　
　
辞（
担
）北
中
晶
子

女
子
学
院
中
学
・
高
校

就（
教
）北
中
晶
子

大
和
榛
原
　
辞（
主
）佐
藤
直
樹

　
〃
　
　
　
就（
代
）岩
髙
　
澄

名
寄
　
　
　
辞（
主
）清
水
信
浩

　
〃
　
　
　
就（
主
）佐
藤
直
樹

稲
城
　
　
　
辞（
主
）内
坂
　
晃

　
〃
　
　
　
就（
主
）清
水
信
浩

夙
川
東
　
　
辞（
主
）辻
　
　
建

　
〃
　
　
辞（
担
）橋
本
か
お
り

　
〃
　
　
就（
主
）橋
本
か
お
り

札
幌
富
丘
　
辞（
主
）斎
藤
成
二

　
〃
　
　
　
就（
代
）野
村
　
喬

大
阪
東
十
三
辞（
主
）浦
上
結
慈

　
〃
　
　
　
就（
主
）斎
藤
成
二

富
士
見
高
原
辞（
主
）新
里
正
英

　
〃
　
　
　
就（
主
）白
砂
誠
一

三
島
　
　
　
辞（
主
）長
倉
　
勉

　
〃
　
　
　
就（
主
）新
里
正
英

伊
豆
長
岡
　
辞（
代
）長
倉
　
勉

　
〃
　
　
　
就（
主
）長
倉
　
勉

静
岡
草
深
　
辞（
担
）仲
野
隆
介

蒲
原
　
　
辞（
主
）西
之
園
路
子

　
〃
　
　
　
就（
主
）仲
野
隆
介

鳥
居
坂
　
　
　
辞（
担
）高
承
和

聖
和
　
　
辞（
主
）米
倉
美
佐
男

　
〃
　
　
　
　
就（
主
）高
承
和

浅
草
　
　
　
辞（
担
）宮
木
保
彦

札
幌
　
　
　
辞（
代
）榮
　
英
彦

　
〃
　
　
就（
主
）米
倉
美
佐
男

亀
戸
　
　
　
辞（
主
）中
村
民
男

　
〃
　
　
　
辞（
担
）中
村
謙
一

　
〃
　
　
　
就（
主
）中
村
謙
一

町
屋
新
生
辞（
主
）大
塩
清
之
助

兵
庫
松
本
通辞（

担
）神
山
美
奈
子

甲
陽
園
　
　
辞（
代
）林
　
邦
夫

　
〃
　
　
就（
主
）神
山
美
奈
子

舞
子
　
　
　
辞（
主
）原
谷
　
勉

横
浜
指
路
　
辞（
担
）嶋
田
恵
悟

四
谷
新
生
　
辞（
代
）小
栗
善
忠

　
〃
　
　
　
就（
代
）山
鹿
文
子

初
芝
　
　
辞（
代
）馬
路
ひ
ろ
み

　
〃
　
　
辞（
主
）中
川
裕
見
子

　
〃
　
　
就（
主
）馬
路
ひ
ろ
み

千
里
丘
　
　
辞（
主
）似
田
兼
司

神
和
　
　
　
辞（
担
）老
田
　
信

油
木
　
　
　
辞（
代
）東
岡
山
治

　
〃
　
　
　
就（
主
）老
田
　
信

北
備
　
　
　
辞（
代
）原
野
和
雄

　
〃
　
　
就（
兼
主
）老
田
　
信

　
教
師
隠
退

藤
田
　
公
、岡
口
文
明

今
村
博
至
、佐
藤
菊
雄

杉
本
　
茂
、長
谷
川
淳
子

川
崎
　
望
、髙
﨑
裕
士

小
堀
新
平
、渡
辺
聖
一

遠
藤
正
男

　
教
会
所
在
地
変
更

鎌
倉
泉
水

　
鎌
倉
市
浄
明
寺
5
儿
4
儿
2

駿
府
　
静
岡
市
葵
区
相
生
町
　
儿
1

15

駒
澤世

田
谷
区
上
馬
1
儿
　
儿
5

17

三
役
に

女
性
2
名
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南
甲
府

　
甲
府
市
南
口
町
4
儿
　11

　
伝
道
所
所
在
地
変
更

千
葉
北
総

印
西
市
草
深
天
王
脇
1
1
3

9
儿
7

（
通
信
先
）

印
西
市
木
刈
6
儿
　
儿
7

20

大
串
眞
方

か
ら
の
報
告
を
受
け
た
。

　「
伝
道
1
5
0
年
集
会
」
の

件
、
常
議
員
会
決
議
が
確
認
さ

れ
、当
委
員
会
に
お
い
て
も「
ベ

ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
琉
球
伝
道
」

も
視
野
に
入
れ
つ
つ
学
び
を
深

り
、
委
員
長
に
小
出
望
（
静
岡

草
深
教
会
）、書
記
に
具
志
堅
篤

（
読
谷
教
会
）が
選
出
さ
れ
た
。

　
第
　
回
総
会
を
受
け
、
宣
教

36

委
員
会
の
在
り
方
、
そ
の
意
義

を
再
認
識
す
る
た
め
の
協
議
を

行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
前
期
委
員

会
か
ら
の
6
つ
の
申
し
送
り
事

項
、
①
「
宣
教
方
策
会
議
の
開

催
」、
②
「
刑
務
所
伝
道
の
推

進
」、
③
「
在
日
大
韓
基
督
教

会
と
の
宣
教
協
力
の
推
進
」、④

「
障
が
い
と
の
取
り
組
み
」
⑤

「
統
一
原
理
問
題
連
絡
会
の
開

催
」、
⑥
「
農
、
林
、
漁
業
の

問
題
と
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
の
協
議
が
な
さ
れ
た
。

　
常
議
員
会
、
常
設
専
門
委
員

会
（
伝
道
委
員
会
、
教
育
委
員

会
、
社
会
委
員
会
）、
自
主
活

動
団
体
（
全
国
教
会
婦
人
会
連

合
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
保
育
所

同
盟
、
全
国
教
会
幼
稚
園
連
絡

会
、
統
一
原
理
問
題
連
絡
会
）

　
第
　
総
会
期
第
1
回
宣
教
委

36

員
会
が
3
月
　（
月
）～
　（
火
）

30

31

　
名
の
委
員
、
3
名
の
陪
席
の

10も
と
開
催
さ
れ
た
。

　
招
集
者
の
司
式
で
開
会
礼
拝

を
行
っ
た
。
先
ず
、
委
員
の
自

己
紹
介
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
組

織
会
が
な
さ
れ
委
員
互
選
に
よ

　
四
国
教
区
は
第
　
回
定
期
総
会
に
お

67

い
て
、
新
し
い
執
行
部
を
選
出
し
ま
し

た
。
旧
三
役
か
ら
一
人
残
っ
た
形
で
新

議
長
に
選
ば
れ
た
者
と
し
て
、
抱
負
や

教
区
の
課
題
を
述
べ
る
機
会
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
と
申
し
て
も
議
事
を
進
め

る
こ
と
で
精
一
杯
で
、
二
日
目
の
准
允

式
で
は
早
速
と
ち
る
よ
う
な
欠
け
の
多

い
者
に
と
っ
て
、
抱
負
な
ど
を
絞
り
出

す
の
も
困
難
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
最
先
端
を
進
む
教
区

の
一
つ
と
し
て
、
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
。
互
助
制
度
に
よ
る
謝
儀
援
助
が

基
準
の
　
％
台
に
下
が
り
ま
し
た
し
、

60

中
堅
の
教
師
の
他
教
区
転
出
、
教
会
の

体
力
低
下
も
顕
著
で
す
。

　
し
か
し
総
会
の
空
気
は
暗
さ
が
ま
っ

た
く
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
伝
道
意
欲
を
静

か
に
秘
め
、
神
の
な

さ
る
こ
と
に
希
望
を

も
っ
て
期
待
す
る
諸

教
会
の
信
仰
が
あ
り

ま
し
た
。

　
背
後
に
は
長
年
培
っ
て
き
た
教
会
相

互
の
信
頼
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
武

器
に
伝
道
戦
線
に
向
か
う
教
会
の
姿
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
は
幸
い
で

す
。
　
四
国
教
区
の
唯
一
と
も
言
え
る
宣
教

方
針
は
、
小
規
模
教
会
強
化
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
方
針
は
普
段
は
あ
ま
り
意
識

さ
れ
ず
に
い
ま
す
が
、
潜
在
意
識
と
し

て
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。
教
区
は
　84

教
会
お
よ
び
伝
道
所
を
後
押
し
し
た

り
、
横
に
並
ん
だ
り
、
少
し
前
か
ら
引

っ
張
っ
た
り
す
る
こ
と
に
徹
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
積
み
重
ね

て
き
た
歴
史
を
前
に
進
め
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
新
議
長
と
し
て
神
と
教
会
に
仕
え
て

い
く
思
い
を
強
く
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

（
四
国
教
区
総
会
議
長
）

神
と
教
会
に
仕
え
る

議
長
に

　
黒
田
道
郎

四　国

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

　「
第
　
回
日
本
基
督
教
団
と

12

台
湾
基
督
長
老
教
会
と
の
教
会

協
議
会
」
が
“
主
を
喜
び
祝
う
”

（
ネ
ヘ
ミ
ヤ
8
章
　
節
）
を
テ

10

ー
マ
に
、
4
月
　
日
か
ら
　
日

21

24

に
か
け
て
大
阪
台
湾
教
会
を
会

場
に
行
わ
れ
た
。

　
出
席
者
は
日
本
基
督
教
団

（
以
下
教
団
）
か
ら
　
名
、
台

27

湾
基
督
長
老
教
会
（
以
下
P
C

T
）
か
ら
は
　
名
。

11

　
こ
の
協
議
会
は
こ
れ
ま
で
秋

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
今
秋
は
「
日
本
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
宣
教
1
5
0
年
」
行

事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
時
期
の
開
催
と
な
っ
た
。

P
C
T
の
方
々
に
と
っ
て
は
前

週
に
総
会
を
終
え
た
直
後
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
協
議

会
に
対
す
る
深
い
思
い
を
持
っ

て
臨
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
。
　
今
回
の
協
議
会
の
特
徴
は
、

教
団
各
教
区
か
ら
の
出
席
者
が

ほ
と
ん
ど
信
徒
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
協

議
会
で
も
、
P
C
T
が
こ
の
協

議
会
を
基
本
と
し
て
信
徒
の
相

互
交
流
を
切
望
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
が
、

教
団
側
は
出
席
者
の
ほ
と
ん
ど

が
教
職
と
い
う
状
況
で
、
P
C

T
の
意
向
を
受
け
と
め
る
に
留

ま
っ
て
き
た
現
状
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
今
回
は
協
議
会
開
催
に

あ
た
り
P
C
T
か
ら
信
徒
の
参

加
要
請
を
受
け
て
各
教
区
へ
も

信
徒
代
表
者
の
派
遣
を
依
頼
し

た
経
緯
が
あ
り
、
結
果
的
に
い

つ
も
に
も
増
し
て
和
や
か
な
雰

囲
気
の
協
議
会
と
な
っ
た
。
準

備
に
あ
た
っ
た
台
湾
協
約
委
員

会
と
し
て
も
、
初
め
て
の
出
席

者
が
多
く
な
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
教
団
参
加
者
に
対
し
て
こ

れ
ま
で
の
協
議
会
の
経
緯
な
ど

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
初

日
に
実
施
し
た
。

　
初
日
（
　
日
）
夜
に
捧
げ
ら

21

れ
た
開
会
礼
拝
で
は
、
山
北
宣

久
教
団
議
長
が
マ
ル
コ
に
よ
る

福
音
書
1
章
　
～
　
節
か
ら
、

16

20

イ
エ
ス
が
二
組
の
兄
弟
を
召
さ

れ
た
こ
と
を
教
団
と
P
C
T
に

重
ね
合
わ
せ
、
生
き
生
き
と
活

動
す
る
時
も
苦
悩
に
あ
る
時
も

用
い
て
く
だ
さ
る
主
を
喜
ぶ
こ

と
こ
そ
が
力
の
源
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
を
こ
の
協
議
会
で
確
認

し
て
い
き
た
い
、
と
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
語
っ
た
。

　
二
日
目
（
　
日
）
と
三
日
目

22

（
　
日
）
は
、
い
ず
れ
も
午
前

23
9
時
の
聖
書
研
究
か
ら
始
め
ら

れ
た
。　
日
は
P
C
T
副
議
長

22

の
頼
顯
章
牧
師
が
フ
ィ
リ
ピ
の

信
徒
へ
の
手
紙
4
章
4
～
7
節

か
ら
、　
日
は
大
阪
教
区
磐
上

23

教
会
の
成
田
い
う
し
牧
師
が
マ

タ
イ
に
よ
る
福
音
書
5
章
　
～
38

　
節
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
今
協

48

議
会
の
テ
ー
マ
を
深
め
る
聖
書

研
究
を
行
っ
た
。

　
聖
書
研
究
に
続
い
て
二
日
目

の
午
前
中
に
は
、
P
C
T
と
教

団
そ
れ
ぞ
れ
の
総
幹
事
が
発
題

を
担
当
し
た
。

　
P
C
T
の
張
徳
謙
総
幹
事

は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い

て
総
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
具
体
的
な
六
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
松
年
委

員
会
（
高
齢
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

と
女
性
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
信

徒
代
表
が
そ
の
働
き
に
つ
い
て

報
告
し
た
。
教
団
の
内
藤
留
幸

総
幹
事
は
、
聖
書
か
ら
主
を
喜

び
祝
う
場
所
は
礼
拝
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
示
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
発
題
の
後
、
二
日

目
午
後
と
三
日
目
午
前
中
の
3

回
に
わ
た
っ
て
全
体
協
議
を
行

い
、
前
回
共
同
声
明
の
振
り
返

り
と
今
後
の
両
教
会
の
交
流
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
そ
の
中
で
繰
り
返
し
P
C
T

か
ら
出
さ
れ
た
の
は
、
人
的
交

流
に
つ
い
て
で
あ
る
。
両
教
会

の
諸
神
学
校
の
教
師
・
学
生
、

高
齢
者
、
女
性
、
牧
師
の
交
流

に
つ
い
て
は
、　
年
の
第
　
回

'95

10

？

め
て
行
く
こ
と
と
し
た
。

　「
障
が
い
を
考
え
る
小
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
委
員
長
に
篠

浦
千
史
、
他
4
名
の
委
員
を
選

任
し
た
。

　
宣
教
方
策
会
議
開
催
の
件
、

第
　
回
総
会
を
受
け
、
主
題
を

36
「
聖
餐
」
と
し
、
今
年
の
　
月
11

　
日
（
火
）
～
　
日
（
水
）
の

10

12

日
程
を
予
定
し
て
い
る
。
現
行

の
教
団
信
仰
告
白
、
教
憲
教
規

は
公
同
性
、
正
統
性
を
維
持
し

て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
の
教

団
内
に
お
け
る
「
聖
礼
典
の
乱

れ
」
は
教
会
の
聖
性
、
公
同
性
、

使
徒
性
か
ら
逸
脱
し
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
様
々
な
課
題
を

有
す
る
わ
け
だ
が
、
教
団
の
枠

の
中
で
丁
寧
な
議
論
が
な
さ
れ

る
場
と
す
る
こ
と
が
協
議
さ
れ

た
。
小
出
委
員
長
含
む
5
名
が

準
備
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
第

1
回
準
備
委
員
会
を
5
月
　
日
11

（
月
）
に
予
定
し
て
い
る
。

　「
在
日
大
韓
基
督
教
会
と
の

宣
教
協
力
の
推
進
に
関
す
る

件
」
は
小
出
委
員
長
が
6
月
に

開
催
さ
れ
る
委
員
会
に
出
席
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
尚
、
次
回
委
員
会
は
7
月
2

日
（
木
）
～
3
日
（
金
）
の
予

定
。

（
具
志
堅
篤
報
）

協
議
会
か
ら
共
同
声
明
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に

進
ん
で
い
な
い
現
状
か
ら
一
歩

進
め
た
い
と
い
う
強
い
要
望
で

あ
る
。
こ
の
協
議
会
は
二
年
に

一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
た
め
、

今
回
で
　
年
目
の
交
流
と
な
る

24

の
だ
が
、
改
め
て
認
識
を
得
た

の
は
双
方
の
組
織
の
違
い
で
あ

っ
た
。P
C
T
は
総
会
に
青
年
・

女
性
・
高
齢
者
の
委
員
会
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
対
し

て
総
会
と
し
て
動
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
教
団
は

そ
れ
に
対
応
す
る
組
織
が
な

く
、
各
種
委
員
会
で
対
応
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
れ
が
具
体
的

な
交
流
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た

要
因
で
あ
る
こ
と
を
、
今
協
議

会
で
P
C
T
に
も
理
解
し
て
も

ら
っ
た
形
で
あ
る
。そ
の
上
で
、

交
流
窓
口
を
確
定
し
て
滞
り
な

く
連
絡
を
取
り
合
い
、
今
後
二

年
間
に
P
C
T
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
ど
う
受
け
と
め
て
実
施

し
て
い
く
の
か
、
改
め
て
教
団

の
真
摯
な
対
応
が
問
わ
れ
て
い

る
。
　
ま
た
、
昨
年
　
月
に
P
C
T

11

か
ら
出
さ
れ
た
「
台
湾
に
お
け

宣教委員会
前列左から2人目、具志堅書記、その右上、小出委員長
　委員、幹事、担当職員、力を合わせて宣教の課題を担う

宣
教
方
策
会
議
開
催
決
ま
る

宣　教

〝
具
体
的
な
生
き
た
交
わ
り
〟へ
の
歩
み
を

Ｐ
Ｃ
Ｔ（
台
湾
協
約
）と
の
教
会
協
議
会

訂
正
・
お
詫
び

　
4
6
7
1
号
3
面
神
奈
川
教

区
総
会
選
挙
結
果【
常
置
委
員
・

信
徒
】氏
名
、武
田
利
邦（
六
角

橋
）を
、（
横
浜
二
ツ
橋
）に
お
詫

び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

訂
正
・
お
詫
び

　
4
6
7
3
・
7
4
号
《
年
金

特
集
謂
　
》
49

①
7
頁
　
最
右
欄
、
上
か
ら
2

つ
目
「
謝
恩
献
金
（
個
人
・

教
会
・
団
体
・
学
校
）」
表

を
削
除

　
　
誤
っ
て
昨
年
度
の
原
稿
が

掲
載
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
2
0
0
8
年
度
の
謝
恩

献
金
は
無
し
で
す
。

②
9
頁
　
東
北
教
区
一
覧
表
、

「
1
0
0
円
献
金
」
欄
、
石

巻
栄
光
6
8
、0
0
0
は
石

巻
山
城
町
の
誤
り
で
し
た
。

　
以
上
、
お
詫
び
し
て
訂
正
致

し
ま
す
。

　
日
本
基
督
教
団
年
金
局

「
隠
退
教
師
を
支
え
る
運
動
」

 『2009年度日本基督教団年鑑 
追録』発行のお知らせ

　『2009年度教団年鑑』発行後に編
成された各委員会委員名簿等の追録
及び「正誤表」を内容とする『追録』
が発行されましたので、入手ご希望
の方は年鑑をお求めになった書店ま
たは教団事務局年鑑係に直接お申し
込み下さい。

〒169-0051
東京都新宿区西早稲田2-3-10
述03-3202-0541　俊03-3207-6768
日本基督教団事務局　年鑑係

る
正
義
抑
圧
お
よ
び
人
権
侵
害

に
対
す
る
祈
り
の
要
請
」
を
今

協
議
会
で
改
め
て
受
け
と
め
、

そ
の
こ
と
を
含
む
武
力
に
よ
る

平
和
を
脅
か
す
い
か
な
る
行
為

に
対
し
て
も
両
教
会
が
強
く
反

対
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
　
山
北
議
長
は
「
教
団
に
と
っ

て
台
湾
と
の
関
係
は
生
命
線
で

あ
る
。
P
C
T
と
の
生
き
た
交

わ
り
に
よ
っ
て
、
教
団
は
大
切

な
視
点
を
与
え
ら
れ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。
協
議
会
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
“
具
体
的
な
生
き
た

交
わ
り
”
へ
の
歩
み
を
教
団
は

踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
高
橋
真
人
報
）
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年
度
が
移
り
、
定
期
教
会
総
会
を
迎

え
た
。
総
会
の
た
め
に
例
年
通
り
の
準

備
を
進
め
、
前
年
度
の
活
動
や
会
計
を

振
り
返
り
な
が
ら
主
の
恵
み
を
数
え
る

時
を
持
っ
た
。
様
々
な
資
料
を
確
認
し

な
が
ら
「
議
案
・
報
告
」
を
作
っ
て
ゆ

く
。
そ
こ
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
過
去
に

為
さ
れ
た
事
柄
の
ま
と
め
で
は
な
く
、

前
に
向
か
っ
て
歩
み
続
け
る
教
会
の
姿

で
あ
っ
た
。
報
告
の
文
面
、
数
字
や
言

葉
は
何
度
見
直
し
て
も
誤
り
が
出
て
く

る
。
人
間
の
業
で
あ
る
こ
と
を
深
く
思

わ
せ
ら
れ
た
。
総
会
当
日
に
も
指
摘
を

受
け
、
訂
正
を
お
願
い
す
る
事
柄
が
多

く
あ
っ
た
。
し
か
し
、
教
会
の
歩
み
に

あ
ず
か
っ
て
い
る
人
々
は
訂
正
を
し
な

が
ら
神
の
御
業
を
喜
び
、
楽
し
ん
で
い

る
。
そ
れ
は
大
切
な
も
の
が
何
か
を
受

け
取
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
新
年
度
の
計
画
や
予
算
も
人
の
思
い

の
中
に
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
が
祈
り

と
な
っ
て
神
に
捧
げ
ら
れ
る
時
、
教
会

の
歩
み
は
神
の
示
さ
れ
る
時
に
向
か
う

も
の
と
な
ろ
う
。
教
会
総
会
は
教
会
が

主
の
再
臨
の
日
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い

る
こ
と
を
皆
で
喜
び
受
け
取
る
場
所
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
教
え
て

く
れ
る
先
輩
の
信
仰
者
が
多
く
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
本
当
に
感
謝
で
あ

る
。
永
年
の
信
仰
生
活
、
教
会
生
活
を

通
し
、
見
る
べ
き
も
の
を
し
っ
か
り
と

見
て
ゆ
く
そ
の
姿
は
無
言
の
内
に
多
く

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
主
に
信
頼

し
て
い
る
こ
と
の
確
か
さ
と
平
安
、
そ

れ
が
総
会
の
場
を
静
か
に
支
え
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
教
会
は
、
一
年
度
だ
け
で
な
く
、
主

の
再
び
来
た
り
給
う
日
に
向
か
っ
て
歩

み
続
け
て
い
る
。
こ
の
基
本
と
な
る
事

を
確
か
め
、
喜
ぶ
時
で
あ
っ
た
。

（
教
団
総
会
副
議
長
　佐
々
木
美
知
夫
）

教
会
総
会
の
恵

教
会
総
会
の
恵
みみ

　
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣

教
（
伝
道
）
1
5
0
周
年
記
念
行
事
が

計
画
・
実
行
さ
れ
る
中
、「
宣
教
」
は

新
た
な
注
目
を
受
け
て
い
ま
す
。
宣
教

師
た
ち
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
も
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
西
洋
の
帝
国

主
義
を
背
負
っ
た
宣
教
の
問
題
性
や
、

ま
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
よ
っ
て

か
な
り
変
わ
っ
て
き
た
「
宣
教
・
宣
教

師
」
観
が
、
果
た
し
て
十
分
に
理
解
さ

れ
て
い
る
か
は
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　
社
会
主
義
の
東
ド
イ
ツ
で
育
て
ら
れ

た
私
は
、日
本
の
教
会
の
機
関
紙
に「
宣

教
師
か
ら
の
声
」
を
書
く
よ
う
に
な
る

と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
は
、
神
の
御
導
き
に
対
す
る
不
信
で

は
な
く
、「
宣
教
」
に
対
す
る
疑
問
が

強
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　「
す
べ
て
の
民
を
わ
た
し
の
弟
子
に

し
な
さ
い
。
彼
ら
に
父
と
子
と
聖
霊
の

名
に
よ
っ
て
洗
礼
を
授
け
、
あ
な
た
が

た
に
命
じ
て
お
い
た
こ
と
を
す
べ
て
守

る
よ
う
に
教
え
な
さ
い
」
と
い
う
有
名

な
「
大
宣
教
命
令
」
に
従
う
者
は
、
宣

教
の
受
身
と
な
る
相
手
に
、
苦
し
く
悲

し
い
場
合
に
も
、
楽
し
く
嬉
し
い
場
合

に
も
、
そ
の
現
実
に
対
し
て
一
つ
の
す

で
に
決
ま
っ
た
答
え
し
か
出
せ
な
い
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
よ

う
に
押
付
け
ら
れ
る
信
仰
は
、
上
下
関

係
に
お
け
る
服
従
に
見
え
ま
し
た
。

　
私
が
1
9
8
9
・
9
0
年
ご
ろ
か
ら

経
験
し
、
私
を
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

「
弟
子
」
に
変
え
た
神
の
力
は
、
こ
の

よ
う
な
も
の
と
は
全
く
違
い
ま
す
。
そ

れ
は
、私
を
個
人
と
し
て
見
、ま
た
人
々

の
共
同
体
や
国
ま
で
を
不
健
全
な
支
配

構
造
か
ら
解
放
し
、
あ
ら
ゆ
る
行
き
詰

ま
り
に
当
た
っ
て
、
そ
の
状
況
と
そ
の

人
に
最
も
適
当
な
解
決
方
法
を
見
出
し

て
く
れ
ま
す
。
し
か
も
そ
の
実
行
に
お

い
て
私
の
努
力
を
前
提
と
し
ま
す
。

　
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
宣
教
師
」

を
疑
問
視
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
私
は
4

年
前
に
派
遣
宣
教
師
と
な
り
ま
し
た
。

私
を
派
遣
し
て
い
る
南
西
ド

イ
ツ
に
お
け
る
福
音
主
義
教

会
宣
教
局
（
E
M
S
）
は
、

宣
教
師
た
ち
を
「
エ
キ
ュ
メ

ニ
カ
ル
・
コ
ー
ワ
ー
カ
ー
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。彼
ら
は
、

現
地
の
人
々
と
、
そ
の
関
心

と
心
配
を
分
か
ち
合
い
な
が

ら
、
神
の
力
を
共
に
証
言
す

べ
き
だ
と
し
ま
す
。

　
人
を
改
宗
さ
せ
る
な
ど
の

一
方
的
な
試
み
が
一
切
否
定

さ
れ
、「
宣
教
師
」
は
皆
と
同

m
is

様
に
「
神
の
宣
教
」（
 
  -  

sio
d
e
i

   
  
 
 ）
に
授
か
る
者
で

あ
っ
て
、「
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
努
め
な

が
ら
信
仰
を
深
め
る
べ
き
で
す
。
こ
の

よ
う
な
方
針
は
ユ
ダ
ヤ
教
の

宣
教
理
解
に
近
い
と
言
え
ま

し
ょ
う
。
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
、

「
弟
子
に
す
る
」
こ
と
は
、

「
教
え
を
共
に
学
ぶ
共
同
体

に
人
を
受
け
入
れ
る
」
意
味

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
一
留
学
生
と
し
て
来
日
し

た
私
は
、
後
楽
園
に
あ
る
富

坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
に

派
遣
さ
れ
て
以
来
、
日
本
人

の
関
心
と
心
配
に
、
目
と
耳

を
澄
ま
せ
、
行
き
詰
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
神
の
力
に
頼
る
解

決
方
法
を
一
緒
に
考
え
よ
う
と
し
て
き

ま
し
た
。

　
富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
の
社
会

問
題
に
取
り
組
む
研
究
会
、
定
期
的
な

牧
師
研
修
会
と
学
生
寮
の
事
業
な
ど
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
並
ん
で
、
国
境
を

越
え
る
聖
書
研
究
会（「
他
者
の
目
を
通

し
て
聖
書
を
読
む
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）、

神
学
分
野
で
の
国
際
交
流（「
東
ア
ジ
ア

の
女
性
た
ち
と
対
話
す
る
神
学
」会
議
）

な
ど
の
企
画
に
も
尽
く
し
ま
し
た
。

　
私
が
発
意
し
た
「
日
本
の
国
公
立
学

校
に
お
け
る
宗
教
教
育
」
研
究
会
は
、

今
年
3
月
を
も
っ
て
、
そ
の
研
究
活
動

を
終
え
、
成
果
を
、
秋
に
「
宗
教
を
考

え
る
教
育
」
の
名
で
出
版
し
ま
す
。

　
世
界
中
の
経
済
危
機
に
伴
う
不
景
気

に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
諸
問
題
は
、
4

月
か
ら
新
規
発
足
し
た
「
負
債
の
な
い

人
間
存
在
」研
究
会
で
取
り
上
げ
ま
す
。

こ
の
経
済
危
機
の
中
で
宗
教
が
果
た
す

べ
き
役
割
は
何
か
を
考
え
た
い
の
で

す
。「
負
債
の
な
い
（
罪
の
な
い
）
人

間
存
在
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
理
想

に
よ
っ
て
、
個
人
、
共
同
体
・
国
と
世

界
と
の
全
レ
ベ
ル
に
お
い
て
悪
化
し
つ

つ
あ
る
「
負
債
問
題
」
に
一
つ
の
解
決

方
法
を
提
示
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
よ
う
に
、
使
徒
か
ら
受
け
継
い

だ
と
思
わ
れ
る
「
大
宣
教
命
令
」
を
、

上
記
の
新
し
い
「
宣
教
」
理
解
に
基
づ

い
て
、
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。？

教えを共に学ぶ共同体 
教えを共に生きる共同体

ゾンターク・ミラ
（EMSからの教団への派遣宣教師）

　「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
寺
子
屋
を

贈
ろ
う
」
と
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
教

育
基
金
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
が
設
立
さ
れ

て
　
年
。　
校
の
小
学
校
（
う
ち
2

19

75

校
職
業
訓
練
校
）
を
建
て
、
生
徒
1

万
2
千
人
、
教
師
3
0
0
人
を
擁
す

る
成
果
を
生
ん
で
来
た
。

　
金
融
危
機
は
こ
こ
に
も
影
響
を
与

え
て
お
り
、活
動
資
金
は
年
間
4
、0

0
0
万
円
前
後
と
、
こ
こ
数
年
横
ば

い
が
続
い
て
い
る
。　
年
、
事
務
局

06

長
に
就
任
し
た
中
川
英
明
さ
ん
は
、

「
学
校
の
数
を
増
や
す
と
い
う
よ

り
、
既
存
の
学
校
を
維
持
し
、
質
を

高
め
る
」
こ
と
に
重
点
を
置
か
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。

　
大
学
在
学
中
に
受
洗
し
た
中
川
さ

ん
は
、
学
生
時
代
か
ら
「
国
際
協
力

の
仕
事
に
就
く
」
こ
と
を
志
し
、
大

学
院
終
了
後
、
国
連
難
民
高
等
弁
務

官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
に
就
職

し
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
海

外
5
カ
国
で
　
年
勤
務
し
た
。
難
民

13

の
帰
還
業
務
に
携
わ
る
中
で
、「
戦
争

と
は
ご
く
普
通
の
人
が
や
る
も
ん

だ
」と
い
う
感
慨
を
抱
い
た
と
い
う
。

　
中
川
さ
ん
に
よ
る
と
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
5
年
間
の
小
学
校
を
卒
業

出
来
る
生
徒
は
半
数
ほ
ど
。
学
校
運

営
の
実
務
は
、
キ
リ
ス
ト
者
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
Ｂ
Ｄ
Ｐ
が
行
っ
て
い
る
が
、
貧
困

の
中
で
も
、
教
師
の
殆
ど
に
女
性
を

採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
の

地
位
向
上
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
て

い
る
こ
と
に
、
中
川
さ
ん
は
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
の
も
う
一
つ
の
目
標
、

「
ア
ジ
ア
に
使
命
と
責
任
を
持
つ
キ

リ
ス
ト
者
青
年
の
育
成
」
で
は
、
年

に
2
回
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
へ
の
ス

タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー
を
続
け
て
い
る
。

祈
り
の
時
を
過
ご
し
、
キ
リ
ス
ト
教

に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
標
に

向
か
っ
て
の
種
が
蒔
か
れ
、
芽
が
育

ち
つ
つ
あ
る
。

　
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
を
支
え
る
会
員
は
　
団
29

体
・
1
、3
5
0
人
で
、
会
費
は
年

間
予
算
の
2
割
強
に
し
か
な
ら
ず
、

予
算
の
大
半
は
、
教
会
、
キ
リ
ス
ト

教
主
義
学
校
の
献
金
に
依
存
し
て
い

る
。「
7
、0
0
0
円
あ
れ
ば
、
小
学

校
の
1
ク
ラ
ス
（
　
人
）
を
1
カ
月

30

維
持
出
来
る
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
の
運
動
を

広
く
知
っ
て
頂
き
た
い
」
と
い
う
の

が
、
中
川
さ
ん
の
切
な
る
願
い
だ
。

中川　英明さん

バングラデシュに
寺子屋を贈ろう

　1961年、東京生まれ。06年、
ACEF事務局長就任。国際基督教
大学教会会員。

○大切な青年をお送りください……また、進学･就職などで東京･仙台に来る青年をご紹介ください。青
年期に教会を離れる青年が多くいます。母教会を離れた時に信仰からも遠のく青年が多くいます。そ
れらの青年の信仰と心の支えとなり、教会へと押し出してゆきたいと願っています。

○ご連絡ください……教会と「学生･青年センター」が協力して、共に青年の信仰と心の成長を望みま
しょう。

日本基督教団「学生･青年センター」を活用してください！
日本基督教団には、東京都杉並区と仙台市青葉区に「学生･青年センター」があります。そこで
は、多くの青年たちが共に聖書に親しみ、さまざまなクラス（ピアノ･ギター･讃美歌）やキャ
ンプ･スタディーツアーなどを通して友情を深め、自主的な活動を通しての活躍と成長の場とな
っています！

東京 ▼学生キリスト教友愛会（Student Christian Fellowship. SCF）

〒166-0003  杉並区高円寺南5-14-9　TEL ▼ 03-5377-1503　 FAX ▼ 03-5377-4698
E-mail ▼ you@scf.me　HP ▼ http://scf.me　staff ▼吉岡康子　野田　沢

仙台 ▼仙台青年学生センター（Sendai Student Youth Center. SYC）

〒980-0012  仙台市青葉区錦町1-13-6　TEL ▼ 022-222-0992　 FAX ▼ 022-222-0993
E-mail ▼ deai@uccj.jp　HP ▼ http://ssc.uccj.jp　staff ▼ジェフリー・メンセンディーク
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